
ストーマケアレベルアップを目指した勉強会の有効性

ーストーマケア経験年数 1"-' 3年目看護師を対象にして一

1.はじめに

オストメイトは、入院中に退院後の生活にむけス

トーマの受け入れから自分にあう装具と管理の一連

の手技を習得しなければならない。ストーマケアは、

治療と同じく退院後の QOLを左右するものであり、

患者にとって入院期間中のケアは重要である。した

がって、患者にあう装具の選択やその手技を習得で

きるように援助する看護師の役割は大きいといえ

る。

新人看護師や配置交換してきた看護師が患者に統

ーしたストーマケアを提供するための教育は重要課

題であり、教育課程の基礎となるものをつくりたい

と考えている。そこで、 2006年にアンケートを用

い当病棟看護師のストーマケアにおけるケア内容に

ついて実態調査を行った。

実態調査から、新人看護師や配置交換してきた看

護師は、患者のストーマに合わせた皮膚保護剤を選

ぶなどの、装具の特徴をふまえ、ストーマそのもの

の因子や患者側の因子などアセスメントを必要とす

る「装具選択」を最も苦手としていた。

そこで、ストーマケアのレベルアップ左目的にこ

の「装具選択」の問題点においてストーマケア経

験年数 1~3 年目の看護師を対象に勉強会を行い、

有効かどうかの検証老行った。

11.研究方法

2007 年 6 月~1O月に当病棟のストーマケア勉

強会に参加した経験年数 1~3 年目の看護師 11 名

(女 10名、男 1名、 25.0土 3.3歳)に調査を実施

した。ストーマケア経験年数は1.91:t 0.83年で

あった。回答者 11名、 (100%)で、あった。

アンケート内容は前年度のアンケート結果から、

ストーマケア経験年数が3年目以下の看護師とそれ

以上の看護師で有意差のみられた項目のみを抽出し
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た。

アンケートの質問項目は 29項目で、入院から退

院後までのケアを評価できるように「ストーマサイ

トマーキング」、「装具選択」、「ストーマケアに関す

る基礎知識」、「退院に向けてのケア」の 4つのカテ

ゴリーに分類した。「ストーマサイトマーキング」

は、「ストーマサイトマーキングの基本ラインをマー

クできる」などの 6項目、「装具選択」は、「患者

の腹壁の状態に応じて装具選択できている」などの

12項目、「ストーマケアに関する基礎知識」は、「手

術後から退院までの時期にあわせて自ら医師に抜糸

依頼ができる」の 1項目、「退院に向けてのケア」は、

「退院後、自宅で、困ったときの対応方法者説明でき

る」などの 10項目を選択した。これらを、「できる」

「指導下でできるJrできない」の 3段階評価で調

査した。また、最終アンケートで、は勉強会で、よかっ

た点、今後の希望、勉強会前後のストーマ・装具選

択に対するイメージについて自由記述してもらい調

査は無記名で実施し、期間中留置法をとった。

研究目的以外にはデータを使用しないこと、個人

情報の漏洩には細心の注意を払い管理することを説

明し同意を得たうえで勉強会とアンケート調査を実

施した。

勉強会の有効性老図るために各勉強会前後にアン

ケート調査を行い、勉強会前と後の 2群でど検定

した。

勉強会は、 2007 年 5 月 ~7 月に月 l 回のペース

で4回行った。普段使用している他種類のストー

マ装具の特徴を把握し、その上で、患者にあわせて

装具を使用できるようにストーマ装具業者から皮膚

排池ケア認定看護師による勉強会へと段階を踏むこ

とにした。

第一回目は、 2007 年 5 月 15 日 ~22 日に対象

者に各自で勤務終了後にカンファレンス室で病棟に
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の l項目に有意差が出ているが、 12項目中 11項

目に有意差が出ていなし~o 11項目の内容をみてみ

るとストーマの状態・便牲によりストーマ装具の変

更在考慮しなければならない項目であり、今回レベ

ルアップ在必要とする内容と一致する(表2)0

あるピデ、オIMessage From The OstomatesJ (社

団法人 日本オストミー協会制作)60分の鑑賞し

表2 r装具交換」項目の内容と有意差
質問内容 !p値

装具交換時、皮膚の状態|こより面版の変更ができる 0.161 

ス卜}マ周囲の残糸の処置をDrlご促すことができる 0.427 

術京後三回渡期下社会復帰で装具の使い分:肢ができる 十 0.035 
患者の腹壁の状態に応じた装具選想ができる 0.131 

患煮の架齢に応じた装具選択ができている ...........9.1.9.1 

患者の要望に応じた装長選開ができている ...LQQ5g 
ス上ーマ照園I~ 出血がある場合1 適切な処置ができる や 0.276 

ス上」マ用聞に陥没がある場合ぉ補助用具をしよ云し補強すぎる 0.14日

3J=:1'周囲E発赤市前売場合九対応.l，>-n'明…町山……日 日日占日 間 32
i更't主r.~よい(亡蓄便毅0) 挟;1!口il:)j更l\分け:-1:/'1:'9 ?……一一山一…Q3!!:)
取~:2JZJ%i(=10) 使用方J志を理解T:'9i患煮 ~m日明'l'ぎ長 ι 息1.::1.5_
スト}マ!こ浮腫がある場合、墓古日も計測でぎでいる 0.106 

た。

第二回目は、 2007年 6月 14日にストーマ業者

Aによる一般的なストーマ装具の種類と特徴、自社

商品の紹介在講義型 60分老実施した。

第三回目は、 2007年 6月 29日にストーマ業者

B によるストーマの基本から自社商品在中心とした

皮膚保護材の紹介在講義型 90分で、行った。

第四回目は、 2007年 7月 12日に皮膚排世ケア

認定看護師によるストーマの基礎から皮膚の状態に

合わせた皮膚保護材の選択方法および対処方法。ま

た、ストーマサイトマーキング・社会保障制度の説

明老講義型を 90分要した。

しかし、自由記述で勉強会前後のストーマケアに

対するイメージの変化について見てみると、勉強会

前では「記録の通りにするだけJI分からないものJ

「苦手」というものから勉強会後には「考えながら

するようになったJI興味そもてるようになった」

と考え方に変化が出ていた(表 3)。

イ也に、勉強会での今後の希望としては「具体的に

患者を挙げて00な人にはこういう装具があうなど

の内容を取り入れて欲しいJI事例を作り、装具選

択できる力者E身につけられるような勉強会があれば

よい」という実践に活かせる内容の勉強会者してほ

しいという意見が出ていた。

111.結果

アンケート結果から有意差がみられた項目は 29

項目中 4項目(13.79%)であった(表1)。

項目ごとにみると「ストーマサイトマーキングJ

6項目中 1項目 (16.66%)、「装具選択J12項目中

1項目 (8.33%)、「ストーマケアに関する基礎知識」

1項目中 1項目 (100%)、「退院に向けてのケア」

10項目中 1項目(10%)であった。

IV.考察

今回の研究の問題点で「装具選択」の項目内容を

みると、「術直後、回復期、社会復帰で装具の使い

分けができる」しか改善しておらず、有意差が 12

項目中 1項目しかみられなかった。実践の機会が少

ないことや講義型の勉強会方式であったことからも

直接実践につながらなかったと考えられる。しかし、

「術直後、回復期、社会復帰で装具の使い分けがで

きる」ということには改善しており、知識から実践

に向けてできるようになっていた。改善した項目の

共通点は、知識獲得後すぐに実践に移せる内容の項

目であり、知識がそのままケアに生かせられること

はできるようになったと思われる。

知識の上で患者の様々な状態からアセスメントし

て装具選択していくことは、実践に移せていなかっ

有意差のみられた質問内容と有意差
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表 1

日目時期

~~J~ 細目、@jlllH時時期間i如何白 ?白 ~. næ~) 
1開H~0
~~tt\1 

嫡 1卜7時網目:tm~nl0 ~~0 i noo)~ 
1開H白
~~tt\1 

鯛~WI的rn齢!湖~~btq駒mMiU~府相iiffb " j j 

次に、今回の研究の目的である「装具選択」の

12項目を抽出した結果を見てみると、 12項目中「術

直後、回復期、社会復帰で装具の使い分けができる」
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表3 勉強会前後のストーマケアのイメージ

前 油

=どのメーカーの装具そいつ舶のかわ料品、

.製品問たくさ

・スキントラブル句対処や器具選択が難しい

.わかちないもの

.緊張するもの

胴苦手

-難しいも司

.)i'ウヂを見ても遣いが分からない

.空換にあたるのは柵さ

-装具の特徴がわ晶、り、それぞれのメ')':1トやヂメリvトに合わせて

た

ントラヴJレカ執っても吋応策を考えるととは苦にならな〈なった。

興唱を持てるようになった

-患者にEってもっE効率のよい方誌を探そうと J想った

・前より身近に癌bちれ、少L難し;空白冒しになった

た。しかし、ストーマケアのイメージに、勉強会前 VI.終わりに

は、「難しいものJI苦手」という意識から勉強会後

は「装具について知りたくなり興味をもてるように

なったJIスキントラブルがあっても対応方法を考

えることが苦にならなくなった」等の変化がみられ

た。勉強会前にはなかった、状態の変化に気づき

対応しようとする意識や、ストーマケアへの興味が

出てきている。岩根1)は、「患者により質の高いケ

アを提供したいと思いながらケアを行うことは、看

護師自身がレベルアップするうえで大きな要因とな

る」と述べている。「装具選択」においても、自分

の7セスメントを振り返り、次に行われたケア方法

を確認し、次回に役立てることが重要になってくる。

そのためには今回勉強会後に出てきた、ストーマケ

アへの興味や状態を考えていこうとする過程は大事

なステップであり、ストーマケア経験年数が 1~3

年の人達にとっては、勉強会は必要だといえる。今

後は、今回課題となったアセスメント能力の向上に

むけ、事例を取り入れた勉強会をし検証し、技術の

向上を目指したい。

v.結論

1.勉強会をおこない知識を得ることで「装具選択J

にアセスメントが必要なのだという気づきが生

まれ、ケアに対する意識の変化が得られた。

2.勉強会をおこなうことで、ストーマケアに対す

る興味が生まれた。

3.知識獲得後すぐに実践に移せるものは実践でき

るため、今後アセスメントできるように事例を取

り入れた勉強会の開催が望まれる。

今回の研究で、ストーマケア経験年数 1~3 年

目看護師は、勉強会に参加しでも「装具選択」にお

いてはすぐ実践できないことがわかった。しかし、

「装具選択」は患者のQOLへの影響が大きく、新

人看護師や配置交換してきた看護師にも実践できる

ことが求められている。知識を得たこと老そのまま

実践に活かせることができることを活かし、教育の

土台となれるよう更なる努力をしていきたい。

引用文献

1)岩根弘栄:ストーマリハビリテーションのまつ

わる Q&A 組織と人に関わる Q&A 消化器

外科ナーシング 33 ~ 34 2001 

参考文献

1) Benner P:ベナー看護論達人ナースの車越

性とパワー医学書院 15 ~ 18 2000 

2)永野みどり:ストーマ装具選択のなんでも相談

室ストーマ装具選択の原則消化器外科ナー

シングvo1.11no.2 2006 

可

t
弓

t




